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 40日間の夏休みが終わり、子ども達の元気いっぱいの姿が学校に戻ってきました。今年

の夏は、オリンピックが開催され日本人選手の活躍が毎日のように報道されました。そし

て今は、パラリンピックが開催中で日本人選手の皆さんの活躍が期待されています。また、

長雨の影響で、土砂崩れなどで甚大な被害があった地方もありました。夏には様々な顔が

あり、皆様にとってはどのような夏だったでしょうか。 

兵庫県に８月20日から９月12日までの間、緊急事態宣言が発出されました。兵庫県民

へ「感染拡大地域との不要不急の往来の自粛」や「混雑した場所等への外出の半減を要請」、

「飲食以外の会話時のマスク着用の徹底」等、より一層の感染対策の徹底を要請されてい

ます。８月に入ってから、全国でも兵庫県でも豊岡市でも感染拡大が続いています。決し

て他人事ではなく、今まで以上に感染防止の意識を高めた生活が求められています。この

ような状況を踏まえて、本校では、２学期をスタートするにあたって、「新型コロナウイ

ルス感染症に正しく向き合うこと」として、学年の成長段階に応じて再度確認しました。 

１つ目は、感染防止についてです。「『早寝・早起き・朝ご飯』の基本的な生活習慣を通し

て自分の体調管理をしっかりすること」、「マスクは口と鼻をしっかり覆って正しくつけ

ること」、「人との距離をできるだけ開けること」、「石けんで手を洗うことやアルコー

ルで手指を消毒すること」、「給食中、マスクを外しているときは話をしないこと」など

の基本的な感染防止策を確認しました。２つ目は、思いやりの気持ちを行動に移すことに

ついてです。もしも感染した人や濃厚接触者となった人がいても、思いやりの気持ちを持

ち、感染した人が早く治るよう励まし、完治して学校に戻ってきたときには温かく迎えて

ほしいと伝えました。感染を身近なものと捉え、自分や友達が感染したときの心境や行動

について考えてどのように行動するのかを考えてもらいました。今後とも人権教育の取組

を、より一層充実・深化させていかなければならないと感じています。 

 

 

２学期がスタートしました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

＜今後の予定＞ 
 ９月 １日（水）教育実習受入（～30日） 幼稚園始業式 
    ４日（金）福祉体験学習（４年生） 
    ６日（月）運動会練習開始 
   10日（金）修学旅行保護者説明会 
   13日（月）委員会活動 
   15日（水）耳鼻科検診 
   17日（金）運動会前日準備（１～４年生 13:10下校） 
   18日（土）運動会 
   20日（月）敬老の日 
   21日（火）振替休業日 
   22日（水）体育委員会行事 
   23日（木）秋分の日 
   24日（金）PTA本部役員会・役員会 
10月 １日（金）芋掘り（１～３年生） 

 
 
※変更になる場合があります。ご了承ください。 
 

〘 学校行事等の変更について 〙 

当初の予定から変更になった2学期の教育活動についてお知らせします。 

☆坪口農事様にお世話になっている「稲作体験活動」ですが、稲の生長と緊急事態宣

言等を鑑み、今年度の稲刈り体験については、中止とします。 

☆９月18日（土）実施予定の運動会は、午前中の開催とし、規模を縮小して実施しま

す。また、密を避けるために各家族2名（未就学児は除く）までの観覧とさせてい

ただきます。観覧テントは設置しませんので、熱中症対策にもご配慮ください。 

今後も変更等があるかもしれません。そのような状況になりましたら、改めてお知ら

せします。 

【非認知能力の向上】 

豊岡市では、非認知能力（やり抜く力・自制心・協働性）は、子どもが人生を豊かに

する上でとても大切な能力であると捉え、その向上を目指しています。教職員も研修を

通してどのように非認知能力を向上していくのかその理解を深めているところです。 

「非認知能力」とは、テストなどで数値化することが難しい内面的なスキルを指しま

す。具体的には「目標を決めて取り組む」「意欲を見せる」「新しい発想をする」「周

りの人と円滑なコミュニケーションをとる」といった力のことです。 

今年度の運動会は、規模を縮小して実施しますが、「一人一人の児童が目標をもち、

よりよい運動会を創り上げようとする態度を養うこと」や「集団行動のルールを守ると

ともに、マナーの向上を図ること」、「係活動・演技を通して、自主・自立・責任の態

度を育てること」をねらいにしています。このように学校行事等を通して、指導者が非

認知能力という視点も持って指導することが向上につながると考えています。どのよう

な教育活動で、非認知能力向上が図れるのか考えていきます。 


